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• 第 1表 微jht也震観3則主零設え謡え

名 称、 仕 機

地震観測成分 水平 2成分・上下 l成分 1点、水平 1成分・上下 I成分 3点

( ~è 録 速 度 データレコーダ 2.4 cm/田 C、オシログラフ 1O../sec 

記 録 感 度 データレコーダー:444μKine/Y，、オシログラフ:148μKine/らπ

スタート感度 100μKine 

記 録 時 間 データレコーダー :180秒、オシログラフ 120秒

o k四 1//11ノ11111111111//////////////，リ/1/1/1/111///1111111ノ//1///////1//////1/1/
V p=5.1km/田 Vs=2.9km/悶
V p=5.9km/開 Vs=3.4km/眠31an 

8帥
Vp=6.6km/目 Vs = 3. 8 km / .< 

2 8 Ian Vp= 7.5 km/眠 Vs = 4. 3 km /悶

第 7図 t品~t主在王ずlレ
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第 2表 発足リニアメント付近の微小地震

震央位置

" 
地震番号 発震年月日 経 度

震源深さ マグニチュード

緯 度
H (km) M 

1981. 1.15 
140.52

0 

43.15。
5.6 1.2 

2 1981. 3.23 
140.48。

43.15。
7.4 0.9 

3 1981: 4.12 
140.55。

43.11。
0.7 2.6 

4 1981. 9.21 
140.58。

0.1 
43.17。 1.5 

5 1983. 1.31 
140.52

0 

43.11
0 4.2 1.6 

6 1983. 2. 1 
140.54。

43.12。
4.1 1.6 
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事1:私 事件ゅ斐也<."め事1:.'1加附主

年月
震央位置

震央距離 速 度日 規模
経 度 備 考

地震名 M C;， (km) V(Ki ne) 
車毒 度

hE:争時的‘(Iのの 139.5 7.0 144 0.97 
1940.8.2 44.1 

神威岬沖
3峨域蜘H昨枠寺呼削糾制Fμ向帥日b刷lけ岬l

139.5 
7.5 159 1.68 

44.3 

1792. 6.13 140.6 
年(l1主4事りq時〉ロゲ6.9 52 3.66 

後志 43.5 

1905.10.13 14日50
3.41 与る削'lt'j"耳5.8 15 

神威岬沖 43.17 
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a. 9月晴元号基串てつれマ

リ二アX~ ト岡、斜面の幌斜安視点、三負末端面、鞄節、

直線1だの在等のJtt!.時的特徴や、耳!fl約の程震を考者.しマ、明

瞭壇tI、11.m 1之区弁した。すはわろ、 1~J;明瞭Gιの
Eぽザゃっg月報7J.tンの、 E同不ofJ耳東凶ιめで、める.
以下に明境震の判断基準と判断oJ芝庁、す.
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枝沢が形成され、やや
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b. qnJ:!李嘉手段につい7

色開演によ制¥ 「回初〉活断種Jlミヨえさ此マ'y¥ゐ

ものじ阻ぼ閉じ位置の盃の東すずめ国富グ刀ヒ出に歪ゐ閉

し之長さ 3.3"" ..5...5'胸、問時要EのリニアXシトガ江JJ巴官官に

之本、平沼郡に2本lIiをめわれる。リニアルトのltL置Eぴ、

i)こ了Xシトの著書娩要因色合せマ第l1Zl)で7t、す。

圏中でリニアベントの専因。、売さ~てい叫v 、破線ïfP~-:困、

ミオtピいう妻子園d認めら汎TJv、ヵて育1r賓のリ二アズニントの
寧困か〕イ向だに並ひ、、レ刀、ち鹿龍己めきリ離机(v¥tJvくと

かわ、これめの専国Z島M.マー遭ク〉リニアXントビレマ攻

))~おっ 7て乙のど、、1>ゐ.
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2. ¥)ニアXシトLてつい?の党質的説哨(山定都)

地表児質盾査の緬累旬、め、 終庄のリニアスント〈山央軍事)

に担当する断層時認めわれず:リニアX>ト1<1児興耗丹、

宮j岨集ヰ駅て要収賄博多lすわ差別浸食鵬芭友吠し六

己の芝判断l/'(V'!d.児興凍拝、前れ週集中眠薬号]く変質

梧的t江置Z第Z図1"0子、す.
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ーリ ~7調査主要抱レ( ¥¥ゐ，がリニプ調査別曜B:~3 図
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斜レ('<¥ゐ々、." 2 -2， 2 -3， 2-4の3主~72でリニアX> ト

の平野援IJ20~SO略イ寸近に傾斜茨喫郎が認めら坑る。

Jのd頃斜変梗苦Pの深部の把質構造左畠埼疋控すゐため

2-Z )司び‘2-3把区で傾斜ホ‘ー1);'l'を実jをした力、:断層

の品在左示竣すゐ1荻i庚は誌ののれJ，Jv¥。

傾斜末、一1))7、涯J丈図E第3図~第る園に示す.
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b 弾由度I呆童Lごついマ

弾静J性肪;波震j探宋盈盈leI正、 顎3図!-::て斤、すdうしにこ1リjニアX>トに目悶い

安する童道重E路古泊レ山、の平須11蹄存僚長て‘実柁しTいゐρ

~努j線の長さは、リニアχ 〉ト t司ゴ，(;ピしマ/伽で‘める.

匙液leI、刻定場所が単ft{r泊いていあゐことかの、工ナ力引ニ/、

ウォーターがン、力マヤによっ T行起つ(¥.¥ゐ.起塚閣時は、

各世J線ビもノ杓15777l-でめる。

愛信し耳、 24運の受信墨色リニアXシト付近の200m閉I-d?.5晴

朗席、与その他の芭闇ぽδ明間聞に設置して行。っマぃゐ.

剰定方法の概俗をJた図Lて示す.

石器雌lてつV¥マ、 tぽb白手長ρ測定距離ちとった定振煎lて対

すゐ記録を〈ーストプ、Y7・し1そ己のさ第ア図Lてfí:-~. 
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第 2回起債

米
必 2起振点

感振器(2，1述)

f一一-^-一一一一一¥

(1 115m( 5m e ':;チ)|¥
「…(;2Z67よ付近)1 、

部性波探査方法概念図(例)

f第 4回起振

なキC
A
H
H
 

動+Ja 
器援感の

e
」

勺
で
+

感振器(24連)

J幅2起娠点
fH'lla--v 

/第I回起振
栄一一一一
J幅1起接点

1 ) 

j第 3回起振
2 ) 

j第 6回起振

、司、
動かさない

感振器

必 2起接点

J第 8回起振

j第 5回起振
/ー一一

届主主F-

f勺回起振
J拒1起振点

J1G.1起援点

3 ) 

中

4 ) 

v 

必 2起振点

/第 n+1回起振

一笑
J世2起僚点

感振器

し、最初の起振と同位置にセットする

/ 第n回起振

タ←一一一一一-
J眠1起振点

n) 

中

p) 

J伍2起振点に対する各感振器における初動の到達時間を読みとって走時曲上記1)-P)の測定により必 1、

線が措かれる。

到

達

時

間

、，

上記 1)-P)の測定における起振は臼一意の時刻に行っているが、それぞれの測定に対して辰低 1個は動

この感振器における同一起振点での起振による初動の到達時間は同じかさない感振器をセソ卜している。

この到達時間をあわせるように同一起振点での各感振器の振動記録をl順序よく並べることによりであり、

Q
U
 

ベーストア γプを作成した。



C 費乱費探責につν¥マ

Y費減資探萱l司、 3単佐波探査ヒ間υ測禄で、実抱レマいる.

1重磁波ヒレて時、 νL戸(凶Y')'LαJJ Fi問vency)電波割男同し
ていゐ.

VL芦軍ld.同、周波書t3，，-ヨフJ</1zの瞥疫をいい、区界各巡
の犬d主力の透握手対力、の踏切t(v¥ゐるので日本でほ建知県

の依位認げの/玄 4j(H.足、 5aJk.1IIても1送よき<:f'L1'おリ、メ与固め

探重るとのν'CP電j長に広っち¥ゐ.

レL1i感度LてJフマ児表面下lく諮導電流グ、典主し、寸;{(Jてi竿

っマ新Tてf占紛 (H)ど聯(長)秒。主主じマv¥ん
ラ')， ..... 
'-、-y、場、

fJ= 
2ji/7jk I ~ 1

2 

P:;叱表面下の比泣坑 (12.m)

f:菅波の周波数 υ7.4kHz)(去〕

ρ:溺紳 ({/;v )( /0-う(~三)

E: (ν/筑〕

げ (A /m1 

ぜゐ関連ずめリ、壬ビパ芝主要jをすゐCとによリρが末fJhゲ:
実隔て!cl"E/;ィ左測定するKt~喜志j垣南レて ρをだめた。

地表面下のヒγ〉定震のJ呆さ&てみl費奇授が〉οLて合ま~(\品ゲl在、

管震の国波数によリ決まゐが、 17、4k脂の電活きて、l&ltf費ワ、わ

jらdそdsm1Z震てやめる.

とこに活問者ゲち在すゐ馬台ti1.ぞの村D1の比JTI民ρグ)罰i!1-

のそれにtヒペマイ在くはリ、/ヅピEの位相差θゲ高くぜ，るどい

う線市fIてわリ、こ況が~c7)J:呆奮を活断菅調宣に直前す"h王要因

ずめろ.

ょのす法l司、 j白歯1著左対象ιレマ地質調堂前、東大淀嘆布
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ャ干ケイ石平百揚悶て、誌のめれたが'O.@の的曹の断唇屈

にゆ、前唇運動!詳ウ鏡.1nヤヲ'Æff，~お誌のhうれるク〈熱僚

の代表伺也コGt百hoAl.5.3"W/30'.sEでtめる。この方向:かJう

@切酌害L百J応ずし/も71'(:平ては也〈、斜めオ周l之t1ぃfミ断

層ヒ戸描守される，この酌曹司、上部l二介前ずる励吠児娃

積拘1訪れわ1甘い.~た、ぐの断層の止長tを横同ゐ

動}く講の便i警部ぽ、著者的吃左麓.71<すゐ砂採1]'主主ビして府

桁レ、 この砂灘署申Lては苛少う祁っ予くシ)レトヤEケの舜菅

玄波注レマぃゐ，この厳ポ沼産積朔のJウQ号室威、の賭雇

~ð推穣援現-\p堆頭遜酌てより居桓のイ妥j在約乙lて富け、連

続住ちさほど、甘に、海威雄湯河のように威膚擢遺}てなの
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よx.tのごとかの、ヤチナイ砕石場内の排水津車内の})レ
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